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１．経営の基本方針 
 
  中央物産グループは、これまで築き上げた長年の信用と資産を有効に活用し、事業の多角

化と、各事業間の相乗効果により、時代の変化にも柔軟に対応し、永続的な事業価値の向上

を可能にする企業グループを目指しております。 
 
 
２．利益配分に関する基本方針 
 
  当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策として位置付け、常に経営基盤

の強化及び将来の事業展開に備えるための内部留保につとめ、業績に応じた利益還元を安定

的かつ継続的に行うことを基本方針としております。 
 
 
３．目標とする経営方針 
 
  当社は安定的な収益力を確保すべく｢売上総利益｣及び｢経常利益｣の利益率向上を重視して

まいります。 
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４．主要な事業内容 
 
  当社企業集団は、当社子会社５社より構成されており、主に化粧品・日用雑貨などお客様

に価値ある商品とサービスを提供し、ヘルス＆ビューティーの分野において消費者に快適な

生活を営んでいただくための、お手伝いをすることを使命に事業活動を展開しております。 

 

当社は、化粧品・日用雑貨・医療衛生用品などの生活関連用品を、主に国内のメーカーか

ら仕入れて、首都圏を中心に関西および東海地区の量販店・百貨店・有力卸店・専門店など

への卸売を業務としている日用雑貨事業です。近年では、北海道・東北・九州エリアの小売

業への卸売業務も増加する傾向にあります。併せてホテル経営も営んでおります。 

 

子会社の株式会社シービックは、国内および海外から商品を輸入・加工して、主に卸売業

者に販売するメーカー事業を展開しています。株式会社エナスは、中央物産の専売品として

ニッチ分野の商品を輸入、開発し、中央物産のマーチャンダイジングにおける高付加価値化

に貢献することを目指しております。また、株式会社ＣＢフィールド・イノベーションは、

小売店の店頭を活性化させるフィールドマーチャンダイジング請負事業を展開しております。

株式会社シー・ビー・ロジスティクスは、倉庫内業務および配送業務を一括して請け負う物

流受託事業を展開しております。その他、AMERICAN CHUO BUSSAN.INC,は、米国でのホテル

投資事業を展開しております。 
 
＜中央物産グループ事業系統図＞ 

注．AMERICAN CHUO BUSSAN.INC,は、２００７年８月３１日（予定）をもちまして、解散・清算させて 
いただくこととなりました。 

 

3 



＜ホテル事業のご紹介＞ 
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ホテルプレシデント青山は、同所在の土地・建物の売却に伴い、２００７年１０月３１日（予定）をもちまして、 

廃業・閉鎖させていただくこととなりました。 
２５年の長きにわたるご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。ここに厚く御礼申し上げます。 
なお、同日までは引き続き営業させていただいておりますので、何卒、ホテルプレシデント青山を最後の日まで 

ご指名・ご利用いただきますようお願い申し上げます。 

青山で25年の歴史を持つホテルプレシデント青山。 

その中で、2つの宴会場と1つの個室は、近隣の外資系企業を

始めとするセミナーから、食事を伴った宴会等で高稼働率を

維持しております。また、レストラン“オルト”じゃ有機野

菜を使用したビオワインにこだわった結果、オーガニックレ

ストランとしての認知度が高くなり、幅広い年齢層のお客様

で賑わっております。

◆ ルーム概要 ◆ 

チェックイン  3:00PM 

チェックアウト 11:00AM 

ルーム数        210室 

  シングル    153室 

  ダブル       22室 

  ツイン       33室 

  スイート       2室 

 

◆ 宴 会 場 ◆ 

アリアホール（170m2）、ルネッタサロン（126m2）、 

クレアーレルーム（37m216席）。16名様～120名様 

の各種パーティー、セミナー、展示会、ご法要など 

幅広くご利用いただけます。 

 

（連絡先） 

〒107-8545 

東京都港区南青山2-2-3 

TEL 03（3497）0111 

FAX 03（3401）4816 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.president-hotel.co.jp/ 



＜株式会社シービックのご紹介＞ 
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（業容） 

インターナショナルなパーソナルケア製品の製造、 

輸入、商品企画および販売を営んでおります。 

 

（所在地） 

〒107-8545 

東京都港区南青山2-5-17 

TEL 03（5414）0777 

FAX 03（5414）2861 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.cbic.ne.jp/ 

 

（沿革） 

中央物産株式会社のメーカー部門の中央ホームプロダクツ事業部と、子会社（合弁会社）メイベリン 

株式会社を合併し、平成3年10月16日に中央物産株式会社100％出資のメーカー部門の子会社として 

設立し、平成4年1月1日より営業を開始いたしました。 

 

 

（主要な販売ブランド） 
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．対処すべき課題 

当社グループは、以下の事項に積極的に取り組み、企業としての社会的責任を果たしつつ、

株

① キャッシュフロー経営への変革

５

 

主価値を高める高収益体質への改善に努めてまいります。 
 

青山に保有していた本社不動産（土地建物）の売却を計画し、オフバランス化による

『

 

② 効率的経営体制の構築による収益性の向上

キャッシュフロー経営』への変革を推進いたします。今後、当社はこの投資余力を背

景に、財務体質の改善、競争力を誇る中間流通機能の実現、または、規模拡大の為のＭ

＆Ａを実行するなどの企業価値を高める経営活動、つまり、「コア事業（中間流通業）」

にあらゆる資源を集中投下して、株主価値を最大化させるための経営を推進してまいり

ます。 

地域ごとに「営業、受注・発注と物流」の一括マネ－ジメントを可能にする支社体制

を

【伊勢原ロジスティクスセンター】 

 

③ 地

導入します。地域ごとのお得意先様のニーズを的確に把握し、最適な品揃えの提供、

在庫回転日数の改善、物流機能におけるハイクオリティーとローコストオペレーション

などを同時に実現し、効率的経営体制の構築により収益性を向上いたします。 

 

域対応機能の強化

平成 18 年 12 月に発表いたしました、アケボノ物産株式会社の事業継承により、高い

事業展開してきました関西地区事業に、当社の関西地区事業を

合

 

 

信頼と歴史を誇る同社が

体させ、併せて、首都圏で培ってきたノウハウを注入することにより、「地域特性に対

応した」中間流通機能の更なる強化を実現し、「東名阪」市場における中間流通業として

の確固たる地位を築き上げてまいります。併せて、両社の重複機能の統合などにより、

一層のローコスト体制に改善してまいります。 



④ マーチャンダイジング機能の強化

平成 18 年 12 月に発表いたしました、首都圏有力紙製品卸であるアルボ株式会社を本

年 4月より傘下に加えることにより、「紙製品カテゴリー」の強化を推進いたします。当

ーコントラクター」として、「化粧品カテゴリー」

「

 

⑤

社が提唱してまいりました、「カテゴリ

日用雑貨カテゴリー」「医療衛生用品カテゴリー」に加えて、「紙製品カテゴリー」の

品揃えの拡充を実現し、小売業様との取り組み強化を推進してまいります。さらに将来

的には、他業種のカテゴリーも視野に入れ、積極的な拡充を図っていく考えであります。 

 カテゴリーマネージメント機能の強化

「カテゴリーコントラクター」機能のさらなる強化のために、昨年より全営業社員の

パソコンに搭載した“営業の提案力をサポ－トする営業支援モバイルシステム”である

s Program）を活用した、「カテゴリーマネー

ジ

 
【Ｍ

ダイジング提案と得意先小売店様との取り組みの場として有効

的に活用されております。 
 

 

C-CAP（Chuo-bussan Category Analysi

メント提案能力」をより強化する為に、「カテゴリー教育セミナ－」を定期的に実行し

て、より専門性を持つ「カテゴリーマネージメント能力」の全社平準化を実現してまい

ります。併せて、今期より導入いたしました「TV 会議システム」をフル活用することに

より、これらの提案活動の「成功事例」を瞬時に具体的に営業社員全員に伝達し、小売

業様のお役に立てる情報共有を進めることで、お得意先様の収益向上に貢献する営業力

の強化に努めてまいります。 

Ｄ（マーチャンダイジング）スタジアム】 

 
ＭＤスタジアムは、弊社が掲げる“新中間流通業｢カテゴリー・コントラクター｣”提唱の一環として、得意先小売店 

様に貢献できるマーチャンダイジング機能を体験していただく場所です。 
『鮮度・意外性・期待感』をコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい『新しい切り口』『旬』を体感してもらう 

と同時に、「Ｃ-ＣＡＰ」システムをもとにしたマーチャン

インポート提案、カテゴリー提案、売れ筋予測

提案、生活スタイル提案、什器カテゴリー提案、

一押し商品提案、ＭＡＹＢＥ提案、外商・ギフト

提案、ＣＢＣ機能説明の９個のブースでマーチャ

ンダイジングを提案します。 
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６．２００７年３月期決算財務諸表 
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①貸借対照表（連結）-1 
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①貸借対照表（連結）-2 
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②損益計算書（連結） 
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③株主資本等変動計算書（連結） 
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④貸借対照表（単体）-1 
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④貸借対照表（単体）-2 
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④貸借対照表（単体）-3 
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⑤損益計算書（単体） 
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⑥株主資本等変動計算書（単体） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


